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平
成
十
年
九
月
十
七
日
、
大
阪
府
の
重
要
美
術
品
に
指
定
さ
れ

て
い
る
金
剛

不
動
明
王
立
像
が
京
番
市
の
財
団
法
人
美
術
院

へ
移
さ
れ

修
復
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
美
術
院
は
仏

像
等
文
化
財
の
修
復
を

寄
木
造
り
の
等
身
像
。
弘
法
大
師

の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
手
法
か
ら
平
安
時
代
後
期
の
作

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

専
門
に
行
う
全
国
唯
一

の
修
理
所
で
す
。

今
回
は
、
傷
み
が
目

立
つ
所
の
修
復
が
中
心

で
す
が
、
修
復
の
過
程

榎
坂
郷
蔵
人
村
の
日
々

中
世
村
落
の
考
古
学

1
昌
十
二
月
六
日
ま
で

臣
吹
田
市
立
博
物
館

℡
〇
六
－
三
三
八
－
五
五
〇
〇

よ
み
が
え
る
文
化
財

文
化
財
資
料
館
テ
ー
マ
展

発
掘
さ
れ
た
日
本
列
島

新
発
見
考
古
速
報
展

口
出
目
憮
∪
十
一
月
三
上
丁
目
か
ら

十
二
月
二
十
日
ま
で

回
円
閻
］
大
阪
市
立
博
物
鑑

℡
　
〇
六
－
九
四
一
－
七
‥
七
ヒ

西
国
巡
幸L

と

∃、等

量
井目

キニラ

者

と

　

き

十
一
月
十
五
日
ま
で

茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館

で
銘
文
・
胎
内
納
入
物
・
胎
内
仏
な
ど
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
な
お
同
像
が
金
剛
院
に
戻
る
の
は
三
月
未
の
予
定
で
す
。

†慎重に梱包します。

℡
〇
七
二
六
－
三
四
－
三
四
三
三

河
内
国
へ
の
い
ざ
な
い

七
～
九
世
紀
の
中
河
内

［
園
十
二
月
六
日
ま
で

回
心
u
巴
真
大
阪
市
立
郷
土
博
物
館

℡
　
〇
七
二
九
－
八
四
－
六
三
四
一

卑
弥
呼
の
宝
石
箱

ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
な
弥
生
人

三
十
三
度
の
旅
の
祈
り

∩
暦
日
圏
‖
十
二
月
し
ハ
H
ま
で

晶
口
円
胤
u
竹
内
街
道
歴
史
資
料
館

℡
　
〇
七
二
一
－
九
八
－
三
二
六
六

高
安
城
と
舌
代
山
城

［
＝
閻
日
周
∪
十
一
月
二
十
九
日
ま
で

八
尾
市
立
歴
史
民
俗

資
料
虎

℡
〇
七
二
九
－
二
四
－
五
二

十
一
月
二
十
九
日
ま
で

［
旧
u
円
皿
u
大
阪
府
立
弥
生
文
化

博
物
鑑

℡
〇
七
二
五
－
四
六
－
二
二
ハ
二

人附き土器（茨木胡瑚）

（
P
4
に
つ
づ
く
）
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摂
津
市
域
は
ド
タ
（
深
田
）
が

多
く
あ
り
ま
し
た
（
主
と
し
て
淀

川
と
安
威
川
の
間
。
）

こ
こ
で
の
米
作
り
は
、
他
に
は

な
い
苦
労
が
あ
り
、
ま
た
、
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。ド

タ
で
は
裏
作
の
麦
や
野
菜
が

作
れ
ず
、
米
の
み
の
一
毛
作
で
し

た
。

口
桝
桝
田
見
聞
酬
阿

ド
タ
用
の
小
さ
な
田
舟
で
す
。

人
が
乗
る
の
で
は
な
く
刈
り
取
っ

た
稲
穂
を
運
ん
だ
り
肥
を
ま
く
と

き
肥
桶
を
積
み
ま
し
た
。

第　7　号

冒

州

U

（
巴
げ
た
・
足
桶
）

坂
ナ
ン
バ
は
足
が
泥
の
中
深
く

に
沈
ま
な
い
よ
う
に
ゲ
タ
の
よ
う

に
は
く
道
具
で
す
。
緬
ナ
ン
バ
は

冷
た
い
水
や
泥
で
足
が
濡
れ
な
い

よ
う
に
は
く
桶
で
す
。
語
源
は
南

蛮
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

手
と
足
が
同
好
に
出
る
歩
き
方

を
ナ
ン
バ
と
呼
ん
だ
よ
う
で
す
。

田
の
泥
土
の
上
に
水
が
深
く
か

ぶ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、

水
面
下
に
畑
の
よ
う
な
ウ
ネ
を
作

り
ま
す
。
み
ぞ
状
に
掘
り
下
げ
た

土
を
使
っ
て
、
水
の
浅
い
部
分
を

作
る
の
で
す
。

田
植
え
は
普
通
、
後
に
下
が
り

な
が
ら
植
え
ま
す
が
、
ウ
ネ
タ
の

場
合
は
、
み
ぞ
を
前
に
進
み
な
が

ら
左
と
右
に
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

米
作
り
で
肥
を
必
要
と
す
る
の

は
、
田
植
え
前
の
Ⅲ
こ
な
し
（
代

か
き
）
　
の
と
き
と
、
夏
の
追
い
肥

で
す
。

麦
や
野
菜
な
ど
を
作
る
と
な
る
と

…
年
中
必
要
で
す
。

体
儀
訣

「
ト
タ
は
∵
見
た
と
こ
ろ
、
あ
ぜ
…

く
、
．
広
い
・
沼
ゐ
よ
＝
う
．
で

丹
他
人
の
田
と
＝
の
境
界
は
杭

一
本
で
す
。
慣
れ
な
い
若
い
嫁

．
甘
ん
が
、
他
人
の
田
ま
で
田
植

え
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
む
あ
り

ま
も
た
ご
　
　
（
軌
府
等
）

「
牛
も
ド
タ
で
働
く
の
は
い
や
が

す
了
足
は
め
り
込
む
■
t
腹

水
に
つ
か
る
か
ち
で
す
。

か
■
与
綴
れ
．
る
方
向
に
進
む

［
川
潮
巴
　
（
馬
力
、
荷
車
）

肥
く
み
に
出
か
け
る
の
は
、
夜

中
過
ぎ
か
、
朝
な
ら
暗
い
う
ち
で

す
。
バ
リ
キ
に
肥
桶
を
積
ん
だ
の

を
牛
に
引
か
せ
ま
す
。

大
阪
へ
行
く
と
仕
切
っ
て
い
る

人
の
指
図
を
受
け
て
、
く
む
家
が

決
ま
り
ま
す
。

［
把
＝
山
川
u

パ
リ
キ
で
な
く
、
舟
で
行
く
人

も
い
ま
す
。
中
た
は
な
川
舟
を
持

っ
て
い
て
、
肥
運
び
を
仕
邪
に
し

て
い
た
人
も
い
ま
し
た
。

に
い
や
が
り
ま
す
。
」

（訂府）

化
学
肥
料
が
出
回
る
ま
で
は
、

人
糞
が
主
要
な
肥
料
で
し
た
。
だ

か
ら
農
民
は
都
市
部
（
大
阪
な
ど
）

ま
で
肥
を
く
み
に
行
き
ま
し
た
。

体
験
談

「
通
い
な
れ
て
く
る
と
、
牛
は
勝
加

手
に
正
し
い
道
を
歩
く
よ
う
に
叫

な
り
ま
す
。
」

「
変
成
川
で
は
、
肥
を
運
ぶ
帆
か
‥

け
舟
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し

た
。
」
　
　
　
　
　
（
味
舌
）

担
当
　
（
源
）

■－
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◎
中
世
の
味
舌

中
世
の
味
舌
に
は
、
味
古
庄
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
最
初
に
『
庄
』

『
荘
』
の
こ
と
と
荘
園
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
お
も
い
ま
す
。
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今
で
も
　
「
別
荘
」
や
「
山
荘
」

な
ど
と
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
誰
と
は
も
と
も
と
中
央
蟄
族
な

ど
有
力
な
支
配
者
が
地
方
に
も
っ

て
い
た
別
宅
の
こ
と
で
、
そ
の
周

朗
の
土
地
を
合
わ
せ
て
私
的
に
支

配
し
た
単
位
の
名
称
で
す
。
日
本

の
中
世
で
は
「
荘
」
　
の
略
字
と
し

て
「
庄
」
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
今

で
も
「
庄
園
」
と
書
く
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
字
で
も
意

味
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

や
「
別
府
（
符
）
」
の
地
名
は
、

み
な
中
世
の
地
域
名
で
、
支
配
者

の
名
で
し
た
。
つ
ま
り
平
安
時
代

後
期
以
来
、
国
内
が
有
力
貴
族
や

大
寺
院
な
ど
の
私
有
地
の
華
（
庄
）

園
と
国
司
の
支
配
す
る
公
領
と
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
荘
（
庄
）
・

郷
・
保
・
別
府
な
ど
、
村
落
を
中

心
と
し
た
地
域
的
単
位
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
状
況
の
名
ご
り
で
す
。

っ
て
も
、
開
発
さ
れ
た
土
地
の
耕

作
に
、
奴
隷
的
な
人
々
を
使
役
す

る
大
農
場
的
経
営
は
行
わ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
荘
園
は
、
村
落
を

中
核
と
し
た
中
世
の
荘
園
と
は
か

な
り
違
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
「
初
期
荘
園
」
と
呼
ん
で
中

世
の
荘
園
と
区
別
す
る
の
が
普
通

で
し
た
。

中

世

の

在

民

の
　
「
作
人
」
　
と
呼
ば
れ
る
人
々
で

し
た
。
荘
陶
領
主
か
ら
土
地
を
与

え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
名
田
や
荘
閑

の
二
瓢
を
請
負
新
作
し
、
恕
主
か

ら
牢
貞
以
外
の
公
事
・
夫
役
を
懸

け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

中
世
の
味
舌
庄

初
期
荘
（
庄
）
鼠

中
世
に
由
来
す
る
地
名

本
庄
、
新
庄
と
か
「
何
々
庄
」

あ
る
い
は
本
郷
な
ど
「
何
々
郷
」

奈
良
時
代
後
期
、
公
地
公
民
の

原
則
が
崩
れ
て
、
墾
田
の
私
有
が

認
め
ら
れ
ま
す
と
、
各
地
に
荘
園

が
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
荘
園
の
特
色
は
、

①
荘
の
中
心
と
な
る
宅
（
井
豪
）

や
倉
、
耕
地
は
あ
っ
て
も
、
専
属

す
る
農
民
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
周
囲
の
村
々
の
農
民
が
地
子
（

小
作
料
）
支
払
い
、
一
年
契
約
の

小
作
人
と
な
っ
て
耕
地
を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
。
③
荘
を
開
発
す
る

時
、
相
当
多
数
を
雇
う
こ
と
は
あ

中
世
の
農
民
は
、
身
分
・
階
層

が
複
雑
で
、
わ
か
り
に
く
い
で
す

が
、
荘
園
領
主
の
立
場
か
ら
見
ま

す
と
お
よ
そ
三
つ
の
階
級
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
一
に

「
名
主
」
と
呼
ば
れ
ま
す
有
力
農

民
が
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
一
種
の

農
業
経
営
請
負
人
と
考
え
ら
れ
、

荘
園
の
上
地
を
分
割
し
て
設
け
ら

れ
る
「
名
」
　
の
経
営
を
ま
か
せ
ら

．
れ
て
い
ま
し
た
。
第
二
に
名
主
の

指
揮
の
下
で
働
く
「
下
人
・
所
従
」

と
呼
ば
れ
る
人
で
し
た
。
し
か
し
、

現
実
に
農
村
で
働
い
て
い
ま
す
農

民
の
な
か
で
は
ご
く
一
部
に
す
ぎ

ま
せ
ん
で
し
た
。
数
の
上
で
最
も

大
き
な
比
重
を
占
め
た
の
が
第
三

千
里
丘
陵
か
ら
変
成
川
に
か
け

て
広
が
る
沖
横
地
に
設
け
ら
れ
ま

し
た
庄
園
で
、
甘
舌
・
真
吾
と
も

脊
か
れ
て
い
ま
す
。

摂
関
家
渡
領
で
あ
り
ま
す
が
恕

有
閑
係
は
大
変
複
雑
で
し
た
ら

〔
い
い
小
恩
吋
一

「
㌣
言
二

．
芸
庵
パ
′

杜
仲

止
血

虚
血

［
酋
凧
晶
＝
凸

●
人
1
．
∴
∴
…
木
t
　
熱
願

篭　が■　∬lt＝

†　中世史のなかの荘園

※
平
凡
社
「
大
阪
府
の
地
名
」

週
刊
朝
日
百
科
「
日
本
の
歴
史
」

よ
り

担
当
　
（
署
荷
）
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三

キ
ー
ワ
ー
ド
③
　
「
多
い
L

前
回
は
キ
ー
ワ
ー
ド
　
「
長
い
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
今
回

は
キ
ー
ワ
ー
ド
「
多
い
」
　
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

多
い
と
は
三
内
丸
山
遺
跡
で
倹

机
さ
れ
る
遣
物
の
最
が
、
タ
ン
ボ

ー
ル
猟
に
換
算
し
て
四
方
顆
分
に

も
の
ぼ
り
桁
外
れ
に
多
い
こ
と
を

示
し
ま
す
。

出
土
し
た
遺
物
は
洗
浄
、
乾
燥
、

復
元
、
実
測
な
ど
の
内
装
作
菜
を

経
て
整
理
・
分
析
さ
れ
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
作
業
は
継
続
中
で
こ
れ
か

ら
も
大
き
な
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
よ
り
廠
次
、
発

掘
さ
れ
た
遺
物
を
中
心
に
当
時
の

技
補
の
高
さ
を
紹
介
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

刷
土
器
　
二
一
内
丸
山
迫
跡
か
ら
は

円
筒
上
誹
と
い
う
バ
ケ
ツ
を
た
て

に
引
き
伸
ば
し
た
よ
う
な
形
の
土

器
が
た
く
さ
ん
出
土
し
ま
す
。
円

筒
土
器
は
お
お
ま
か
に
下
層
式
　
（

縄
文
時
代
前
期
）
と
上
層
式
（
縄

文
時
代
中
期
）
　
に
分
か
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ら
に
細
か
く
分
か

れ
ま
す
が
近
年
は
下
層
式
を
二
段

階
上
層
式
を
三
段
階
た
分
け
て
考

え
る
の
が
主
流
で
す
。
三
内
丸
山

遺
跡
か
ら
は
円
筒
式
期
全
時
代
の

土
器
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈲
木
製
繊
堆
～
．
誹
　
三
内
丸
山
遺

跡
の
遺
物
廃
斉
フ
ロ
ッ
ク
は
泥
炭

層
で
幸
運
に
も
有
機
質
の
遺
物
が

豊
富
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
　
「
縄
文
ポ
シ
ェ
ッ
ト
」
と

銅
鐸
を
造
る

大
岩
山
銅
鐸
と
そ
の
時
代

縄
文
人
と
弥
生
人

そ
の
時
代
を
生
き
た
人
々
の
表
情

呂
十
一
月
十
王
H
ま
で

員
兵
庫
県
神
戸
市
西
区

椛
台
六
丁
目
西
神
中
央
公
園
内

神
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
．

十
一
月
十
五
日
ま
で

滋
賀
県
野
洲
郡
野
洲
町

大
字
辻
町
五
七
－
一
銅
等
博
物
僅

℡
　
〇
七
七
－
五
八
七
－
四
四
一
〇

行
楽
の
お
り
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

琵
琶
湖
と
中
世
の
人
々

信
長
以
前
・
信
長
以
後

と

　

き

と
　
こ
　
ろ

十
一
月
八
日
ま
で

滋
賀
県
警
要
土
町
一

【
き
】
　
木
内
石
亭

○
江
戸
時
代
に
滋
賀
県
坂
太
で
生

ま
れ
た
木
内
石
卒
は
安
永
∴
隼
（

小
七
七
三
）
　
に
『
磐
麒
志
』
を
あ

ら
わ
す
。
〇
一
般
鉱
物
や
各
席
石

名
を
馳
せ
た

か
ご
は
完
全

下
豊
浦
六
六
七
八

安
土
城
考
古
博
物
館

℡
　
〇
七
四
八
－
四
六
－
二
四
二
四

万
年
前
の
旅

ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
か
ら
汽
車
土
瓶
ま
で

は
他
に
腕
輪
、
組
み
紐
、
布
片
な

ど
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
つ
づ
く
）

十
一
月
二
十
三
日
ま
で

兵
庫
県
姫
路
市
本
町

器
の
解

い
日
本

る
先
史

の
さ
き

な
り
ま

み
ず
か

社
を
敵

国
に
愛

説
を
行

に
お
け

学
研
究

が
け
と

す
。
○

ら
葬
石

殺
し
全

好
家
の

六
十
八
番
地

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
僅

℡
　
〇
七
二
九
－
八
八
－
九
〇
一
一

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
○
石
串
の
巣

続
に
よ
り
石
器
は
人
工
的
に
製
作

さ
れ
た
加
工
物
で
あ
る
と
い
う
定

義
が
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
　
　
担
当
　
（
伊
部
）


